
2008年 3月1日［土］
13時～16時40分（開場12時）　
東京学芸大学 南講義棟4F S410

［お問い合わせ］ 教育フォーラム 2008事務局　forum2008@it.u-gakugei.ac.jp 

［主催］ 東京学芸大学・３市連携IT活用コンソーシアム、インテル株式会社　　
［後援］ 小金井市教育委員会、小平市教育委員会、国分寺市教育委員会

申込方法「教育 2008参加希望」と明記のうえ、

・学校名（所属機関名）
・お名前
教育フォーラム 2008事務局：

forum2008@it.u-gakugei.ac.jp 宛に、

Ｅメールにてお申し込みください。

※参加無料（当日参加も可能ですが、事前の参加申し込みを

お薦めいたします。）

情報化や国際化が急速に進展する 21 世紀の社会において、子ども
たちへの教育も変わりつつあります。基礎的・基本的な知識・技能
の習得にとどまらずに、これらを活用して課題解決する能力を育成す
ることが、学校教育に求められています。子どもたちの思考を促すよ
うな授業について、一緒に考えてみましょう。

14:45 ～ 15:45　

◉授業実践報告
① 単元構成の視点～「自然とともに生きる」の実践から～
小平市立花小金井小学校  教諭  米持 淳一

② 新しいキャリア教育の試み「ドリーム・プラン～私の未来予想図～」
小平市立小平第七小学校  教諭  遠藤 拓朗

③ 教員養成課程における「21世紀の授業」の構想
単元プラン 「Friends All Over the World」
～大学の授業でIntel(R)Teachプログラムを学んで～
東京学芸大学  教育学部英語専攻 ２年  新垣 早希子

15:55 ～ 16:40　

◉海外事例紹介（韓国）
「3Rs ～インターネットによる交流を通し、
英語のコミュニケーション力を高める～」
韓国光州広域市Ilgok小学校  教諭  Billy Kang 氏

電子黒板やデジタル教材などの教育現場で活用できる新しい機器や
教材の企業展示を、12:00～17:30の間に隣接会場で行います。

13:00～14:35　

基調講演　「どうする これからの教育」　
学校での授業内容が、３年後、2011年から変わる。学力低下批判に答えて、教科の授業時間数を１０％程度増
やして、国語や理数に力を入れるというが、本当に求められる教育とは何か、これからの教育を展望したい。

講師 ◎ 早川 信夫 氏
ＮＨＫ解説主幹 （教育・文化担当）
「週刊こどもニュース」の創設にも携わる。現在、「科学技術の智プロジェクト」社
会科学・人間科学専門部会委員など。2004年から東京学芸大学経営協議会委員。
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